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未来につなげよう　安全な農業と環境
平成18年度一般公開

広報情報室広報グループ

平成18年度の一般公開は例年通り科学技術週間

にあわせ４月19日（水）の筑波農林研究団地での

一斉公開として実施しました。

農業環境技術研究所は、平成18年４月より非特

定独立行政法人となり、新たな中期目標のもと新

体制での試験研究に取り組むこととなりました。

新体制ということでもありメインテーマを「未来

につなげよう　安全な農業と環境」と、リニュー

アルし、公開施設も農業環境インベントリー展示

館内の「肥料・煙害展示室」、改修された｢温暖化効

果ガス発生制御施設｣ を初お披露目しました。ま

た各展示コーナーでは来訪された方々が実際に植

物や実験器具などに触れて参加できるような企画

を実施しました。

収穫体験は今年も人気のコーナーでしたが、今

年はさらに来訪者が自分で採取してきた野草を鑑

定するという「草花鑑定団」コーナーが好評でした。

今年は、1,233名（受付簿による）の来訪者を

迎え、大半の方に感想のアンケートを書いていた

だきました。これらの意見を参考に、来年度も一

層わかりやすい研究成果の紹介を行いたいと思い

ますので、次回もぜひご来訪ください。
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第１会場
　「農業環境と生物と関わり」をテーマに植物・昆虫・
微生物に関する研究成果を紹介しました。来訪者が採
取してきた野草を鑑定する「草花鑑定団」コーナー（写
真左側）は特に好評でした。

第６会場
「温室効果ガスの測定施設」昨年度改修された温室
効果ガス発生制御施設は主会場より離れているため、
来訪者数は少なめでしたが農業環境から発生する温室
効果ガスについての詳しい説明を熱心に聞いている方
たちが大半でした。
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